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サステナビリティ方針説明
2025年 ヨロズグループ会社状況説明会

2025年 4月 8日

ESG推進室

１．サステナビリティに対する考え方
２．ESG経営の基本方針
３．サステナビリティガイドライン
４．取引先様へのアンケート結果
５．環境Eの取組み
６．社会Sの取組み
７．ガバナンスGの取組み
８．取引先様へのお願い事項
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本日のご説明内容
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ヨロズのサステナビリティに対する考え方
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• 我々ヨロズグループはこれまで、創業の理念、精神を尊び、今日まで発展して
まいりました。

• その活動において、
環境問題、人権問題などは世界共通の課題であり、また自動車を取り巻く環境
も日々変化していることから、我々は地球と社会の変化を見極め、
その変化に対応し、サステナビリティの観点と社会からの信用を重視しながら、
事業を発展させていかなくてはならないと考えています。
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＜ヨロズ サステナビリティガイドラインより＞

ESG経営の基本方針
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Ｅ
環境

環境対応を武器にしたものづくり
脱炭素生産へのたゆまぬ挑戦
スマートファクトリーの実現（モデル工場の実現）

Environment ヨ
ロ
ズ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

取
引
先
様
と
共
に
活
動Ｇ

ガバナンス

ガバナンスの向上
ガバナンス・コンプライアンスの強化
適正取引の順守

Governance

Ｓ
社会

エンゲージメントの向上 Social
健康経営の推進
DE＆Iの実践
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サステナビリティガイドラインについて
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本ガイドラインは、

取引先様の企業活動をESGの視点で自己診断して

いただき、さらなる高みに向けての活動につなげることを
目的にESGの共通項目をまとめております。

-１．コンプライアンス

-２．安全、品質

-３．人権、労働

-４．環境

-５．責任ある資源・原材料調達

-６.  地域社会との共生、情報開示

-７．サプライチェーンへの周知徹底

-８．サステナビリティガイドラインの遵守
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サステナビリティガイドラインのご理解とご活用をお願いいたします。

取引先様へのアンケート結果

Copyright © YOROZU Corporation 5

対面 Web

Ｅ
環境

Ｇ
ガバナンス

Ｓ
社会

省エネ（CO2削減）
リサイクル

生物多様性

人権・労働安全衛生

2次サプライヤー様への指導

情報セキュリティ
コンプライアンス

コーポレートガバナンス

１．アンケート結果まとめ（86社様） ２．情報交換会の声（11社様）

「人権」
「健康経営」

活動を進めたい。

取り組み実施率

40%

80%

30%

90%

60%

90%

このような交換会
他で経験がない
助かります！
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環境Eの取組み
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「ヨロズ・グリーン調達ガイドライン」について

【ポイント】

取引先様でのカーボンニュートラル活動
☞ 達成時期:2050年までに

「ヨロズグローバル環境ビジョン2040」
☞ 2040年カーボンニュートラルへチャレンジ

YOROZU

ヨロズ・グリーン
調達ガイドライン

第２版

2022年4月

YOROZU

ヨロズ・グリーン
調達ガイドライン

第２版

2022年4月

YOROZU

ヨロズ・グリーン
調達ガイドライン

第２版

2022年4月

環境Eの取組み
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24年度は11社様との情報交換を実施し、双方で有益な情報交換となりました。
今後も弊社の活動紹介などを積極的に行いコミュニケーションを推進してまいります。

【情報交換】CO2排出量削減活動の事例、カーボンニュートラルに向けた活動計画

取引先様でのカーボンニュートラル活動
達成時期:2050年まで

A社様

B社様

C社様

D社様
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(Diversity)多様性、(Equity) 公平性、
(Inclusion)受容性

社会Sの取組み
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意見交換や情報共有など、ご相談をお願いいたします。
この会社でずっと働きたい、この会社で働けてよかった

◆健康経営の推進

『健康で働き“がい”のある職場づくり』

◆DE&Iの実践

ダイバーシティ戦略の構築

多様な働き方の推進

誰もが能力を発揮し活躍できる
環境づくり

健康づくりのサポート

働きがい改革

活き活きと働ける職場づくり

エンゲージメントの向上へ

ガバナンスGの取組み
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万が一、事故や不祥事が起きた際、サプライチェーン全体に影響が波及しますので
御社取引先様にも本活動をご展開いただきたく、ご協力をお願いいたします。

人権・法令遵守、機密情報管理、腐敗防止の徹底

人権・法令遵守 機密情報管理 腐敗防止

お客様

従業員

取引先様

株主様

地域社会

ステークホルダーからの信頼に応える
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弊社の取り組みから
サプライチェーン全体の取り組みへ

顧客・消費者
地域住民

取引先様

ガバナンスGの取組み（人権・法令遵守）

Copyright © YOROZU Corporation 10

◆弊社・取引先様に対する人権デューデリジェンスの取組み

※OECDデュー・デリジェンス・ガイダンスに準拠

①人権方針の策定・開示

④潜在リスクを特定

②救済措置

⑤影響特定と評価

⑥是正への取り組み

⑧情報開示

⑦予防・軽減

③モニタリング

※人権デューデリジェンス・・・企業がグループにおける人権リスクを評価して
課題を是正・軽減していく取り組み

取引先様訪問の様子

まとめ）ヨロズから御社へ（パートナーシップ構築宣言）
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・2050年カーボンニュートラルに向けた計画策定サポート
・ヨロズの取組み経験を生かした具体策のご共有

・取引適正化に関するご相談

・人権、健康経営に関する従業員向けのセミナー
・健康経営イベント企画サポート

👉 ヨロズとの共同活動へご参画をお願いいたします。

Ｇ
ガバナンス

Ｓ
社会

Ｅ
環境
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取引先様へのお願い事項
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• ヨロズグループは、ものづくりを支えていただいているサプライチェーン全体で、サステナビリティ
ガイドラインの遵守に取り組みます。

• 取引先様には、サステナビリティガイドラインをご理解いただき、持続的なお取り組みをお願い
いたします。
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・サステナビリティガイドラインの遵守

・「ガイドライン遵守確認書」のご提出

・遵守違反があった場合の迅速なご連絡

・御社サプライチェーン皆様へのご展開

お問い合わせ先 ☎045-543-6800
☆窓口（責任者）
久米（全般）、竹生田（環境）、倉田（人事）、工藤（健康経営）、若月（コンプライアンス）
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